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要 旨
本稿は， 外国人留学生を対象とした情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育の方法や教材の開発を行うための基礎研
究の一環として， 日本の大学や高校で使用されている情報リテラシー教育用の教科書から情報セキュリティ ・ 情報
モラルに関わる語を採集し， 分析を行った結果をまとめたものである。 本調査では， 異なり 564 語(延べ 3850 語)
の語例をもとに，まず，出現度数の多さと出現範囲の広さから，基本的な語を抽出した。 そして，情報セキュリティ ・
情報モラル教育に関わる語の特徴として， 外来語の占める割合が非常に高いことや， 教科書によって使用される表
記や語が異なる場合があること， また， 通 常の日本語教育ではあまり扱われていない語が多いことなどを明らかに
した。 外国人留学生にとって， 情報セキュリティ ・ 情報モラルに関わる用語はかなり難易度が高い語と言える。
【キ ー ワー ド】 外国人留 学生， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育， 日 本語の 用語， 高頻 度語
1 研究の 目的
日 本 で大学生 活 を 送 る 上で， 今 や IT 機器は欠 かせ な い ツ ー ル と な っ て い る 。 外 国 人留学生 (以下 ，
留学生 と称 す) も ， 様 々 な 場面 で IT 機器 の 利用 が 求 め ら れ， ま た そ れ ら を 使 う こ と に よ っ て ， 様 々 な
恩恵 を 受 け て い る 。 し か し な が ら ， 利便性が高 ま る 一方で サ イ バ ー犯罪 も 増加 し ， 日 本 に お い て も 近年
大 き な 社会問題の 1 つ と な っ て い る 。 留学生が 円 滑 に 留学生活を 送 る に は ， 日 本語環境 の IT 機器 の 操
作 に つ い て 学ぶ だ けで、 は な く ， ト ラ ブ ル に 巻 き 込 ま れ な い よ う ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ や情報モ ラ ル に 関す
る 知識 の 習得 も 重要 と な っ て き て い る 。 そ こ で， 漬 田 ・ 深津 ・ 深川 (2008) で は， 留 学生 の情報 セ キ ュ リ テ ィ ・
情報モ ラ ル教育 の 在 り 方を探 る べ く ， 学部 1 年の留学生 を 中 心 に ， 彼 ら が情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ
ル を ど の 程度意識 し ， ま た ， ど の 程度 の 知識 を 有 し て い る か に つ い て の 実態 調査を行 っ た が， こ の 調査
の 中 で， 留学生の 日 本語 の IT 用 語 に 関す る 知識 の 不十分 さ が う か が わ れ た。
日 本語 の IT 用 語 に 関 す る 研究 と し て は ， 後藤 ・ 深津 ・ 漬 田 (2002) や 漬 田 ・ 深津 (2007) な ど が あ る 。
前者 は， 留学生が 日 本語環境 の コ ン ビ ュ ー タ を使用 す る と き に参照 でき る よ う な 用 語集 を 開 発す る た め
に ， 各種 ソ フ トウェ ア 使用 時 に 画面 に 表示 さ れ る メ ニ ュ ー 等 の 語 の 特徴 を 調 べ た も の で あ る 。 後者 は，
日 常様 々 な 場面で 目に し た り 耳 に し た り す る 機会が増 え て き て い る IT 用語を， 効率 的 に 日 本語教育 に
取 り 入れ る 方法を検討す る た め の 基礎研究 と し て ， 新聞， 雑誌， 広報 ・ 情報誌， 小説等 の 様 々 な タ イ プ
の 文章 で用 い ら れ る IT 用語 に つ い て 分析 し た も の で あ る 。
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 用語 も IT 用 語 の 一部 と 考え ら れ る が， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・
情報モ ラ ル教育 で は ， IT 機器 の 使用 そ の も の に 関 わ る 用 語だ け で は な く ， サ イ バ ー犯罪 に 関 わ る 用語，
お よ び. r個人情報保護 法」 や 「著作権」 を 初 め と す る 法律 や権利 に 関 わ る 用語 も し ば し ば 出現す る た め，
IT 用 語全体 と し て 見 た 場合 と は異 な る 語が高頻 度語 と し て 抽 出 さ れ る 可能性が高 い。 そ こ で， 留学生
に 対す る 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育上の 重要語 を 明 ら か に す る こ と を 目 的 に ， 日 本の 大学や高
校で行わ れ て い る 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育で使用 さ れ て い る 教科書か ら 語例 を採 集 し ， 新た
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に 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 語 に焦点、 を 当 て ， 分析 を行 う こ と に し た。
2 調査方法
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関 わ る 用 語 の 選定方法 に つ い て ， 2 . 1 語例採集 に 用 い た 資料， 2 . 2  
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語の 判定方法 の 順 に 述べ る 。
2. 1 語例採集に用 いた資料
表1 語例採集に用いた教科書
書名 (出版社， 出版年) 語例採集の対象と し た 箇所 備考
(u1 )  r大 学生 の情報 リァラシ ー 富山大 学教 養教育 共Offi ce2007 に よ る 大 学生 の 15 . 情報 倫理 の遵守と マナー， イン タ ー ネット 上の脅威と 対策 通基礎科 目 「情報 処ITC 活用標準 テキ ス ト 』 pp.364 -374 理 」使用教科書(富山大 学出版会， 2008 ) 
(u2 )  r 基礎か らわ かる 情報 リテラ 11 情報 と セ キ ュリテイpp.133 -139， 二重大 学 学術 情報ポー タ ルセ ン タ 一関シ - Jl (技術評論社， 2008 ) 12 情報 と 社会 pp.141 -148 発教科 書
(u3 )  r情報 』 10 .3 情報 技術に 固有な社会 と の車L様pp.238 -246，
(東京大 学出版会， 2006 ) 10 .4 情報 技術論 pp.247 -255 教科書
(u4 ) r情報 基礎』 第 2章情報セ キ ュリティと モラル pp.27 -45 育 「 情報 基礎」使(学術図 書出版社， 2006 ) 教科 書
(u5 ) r知のツー ル ボックス新入生 第 7 章ネットのコミュニケー シ ョン を活用する pp.187 -215 専修大学学部l 年生
援助集』 (第 3節電子メー ルを 送る と き に 気をつ け る こと pp.195 -206 は， メー 対象「 基礎ゼミナー
(専修大 学出版局， 2006 ) ルの書 き方を 扱って い る た め除外 ) ル 」教科 書
(h1 ) ログイン と ログア ウト p.17， 電子メー ル で被害に あわ な い た め に p.37，
『新 ・ 情報 A情報 社会 への招待』 ネットワー クに 潜む危険p.38， セ キ ュリティ対策pp.38 -39， 個人情報
高等 学校教科 書(日 本文教 出版， 2008 ) を 守る た め に pp.76 -77， 作成者 の権利を 守る た め に pp.78 -79， 情報 モ
ラルと 著作 権p.81， 引用と 掲載許可p.101
(h2 ) r 最新 情報 AJl 著作 権と モ ラ ル ppふ3， 個人 情報 の保護 pp.60 -61， 知的財産権 高等 学校教科 書(実教 出版， 2008 ) pp.62 -65， セ キ ュリティ pp.6ら67
日 本 の 大学で行 わ れ て い る 情報 リ テ ラ シ ー 教育， お よ び ア カ デ ミ ッ ク ・ ス キ ル教育用 に ， 近年様 々 な
教科書が開発 さ れ て お り ， そ れ ら の 中 で も 情報セ キ ュ リ テ ィ や情報モ ラ ルが扱わ れ る こ と が多 く な っ て
き てい る 。 そ れ ら の 大半 は， 学部 に 入学 し た ば か り の l 年生 の 教養教育や入門ゼ ミ ナ ー ル等で の 使用 を
目 的 と し て 開発 さ れ た も の で あ る た め， 用語等 に も 配慮 し ， コ ン ピ ュ ー タ の 知識が さほ ど な く て も 理解
で き る よ う 分か り やす く 書か れ た も の が多 L 、 。 こ の 教科書の 中 で使用頻度が高い， あ る い は， キ ー ワ ー
ド と し て 使用 さ れ て い る 語 は， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に お い て 重要 な 語で あ る 可能性が高
い。 そ こ で， こ れ ら の 教科書 の 中 で， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関す る ま と ま っ た 記述 が あ り ，
かっ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関 わ る犯罪 例 や法律 ， 行 う べ き 対策等 に つ い て比較 的簡潔 に示
さ れ て い る と 思 わ れ る 教科書1) を 5 冊選 び， 語例採集 を 行 う こ と に し た (表 1 (u1)  -- (u5)) 。
ま た ， 2006 年 4 月 よ り ， 中 学校 や 高等学校 で情報 に 関 す る 科 目 ， す な わ ち 教科 「情報」 を 学ん で き
た 日 本人学生が大学 に 入学 し て く る よ う に な り ， 教科 「情報」 で扱わ れ て い る 内容 は既習 の こ と と し て ，
大学で の 情報 リ テ ラ シ ー 教育が行 わ れ る よ う に な っ て き て い る 。 教科 「情報」 の 中 で も ， 情報セ キ ュ リ
テ ィ ・ 情報モ ラ ル の 指導 は 行 わ れ て お り ， 教科書の 中 で基本的 な 用 語 の 説明 も な さ れ て い る 。 こ こ で使
用 さ れ て い る 語 も ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 語 と し て 重要 な 語が多 く 含 ま れ て い る
可能性が高い。 そ こ で， 高等学校 で用 い ら れ る 教科書か ら も 語例採集 を 行 う こ と に し た。 教科 「情報」
の 教科書 は， 文部科学省 の学 習指導要領 に沿 っ て 作成 さ れ た も の で あ る た め， 上記の 大学で使用 さ れ る
教科書 と比 べ， そ れ ぞ れ の 教科書 に 記載 さ れ た 内容 は 重 な る 部分 も か な り 多 L 、。 そ こ で， 高等学校 の 教
科書 に つ い て は 2 冊か ら 語例採集 を 行 う こ と に し た。 こ の 2 冊 は ， 富 山 県 の 高等学校で広 く 採用 さ れ て
い る 教科書を 選ん だ (表 1 ( h 1 ) と ( h 2)) 。
以上の 7 冊か ら ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関す る 章や節 に 書か れ た 文章 に つ い て ， 参考文献
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の 欄以外 は 見 出 しゃ注 もす べ て 対象 と し ， 語例 採集を 行っ た2)。
2.2 I 情報セキュリティ ・ 情報モラル教育に関わ る専門語の判定方法
採集 し た語を， 一般語 と 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル に 関 わ る 専門語 に 分 け る 作業 の 際の問題点 と
し て 次 の 2 つ が挙 げ ら れ る 。 1 つ は ， 元 々 日 本語 に あっ た 語 に新 た に 意味 を付 加し て IT 用 語 とし て も
用 い る よ う に なっ た語の う ち ， ど こ ま で を専門語 と し て 扱 う か と い う 点 で あ る 。 た と え ば， コ ン ビ ュ ー
タ 入力装置を 表す 「マウ ス 」 と い う 語 は ， そ の語源 と なっ た動物の 「 マウ ス 」 と は全 く 別物 と 認 め やす
い が， I コ ン ビ ュ ー タウ イ ル ス に 感 染 す る 」 と いっ た 場合 の 「感 染 」 と い う 語 を 一般語 とし て 扱 う か専
門語 と し て 扱 う か は 人 に よっ て判断が揺 れ る 可能性が高 い。
も う 1 つ は 複合語 で あ る 。 IT 用 語 に は， I電子 メ ー ル ア ド レ ス J Iコン ビ ュ ー タウイルス J 'I フ ァ イル
交換 ソ フ ト 」 等の 複合語が多 く 用 い ら れ る 。 こ れ ら の 複合 語 を l つ の 単語 と し て分析す る か， ま た ， 複
合語 を構成す る 各語 に 分 け て 分析す る の か， す な わ ち ， 1電子 メ ー ル ア ド レ ス J を 「電子 メ ー ル ア ド レ ス 」
で 1 語 と す る か， I電子 メ ール 」 と 「 ア ド レ ス 」 で 2 語 と す る か， あ る い は 「電子 」 と 「 メ ール 」 と 「 ア
ド レ ス 」 で 3 語 として 分析 す る か と い う 問題 で あ る 。 先行研究で， 日 本語の 複合語 に は， 恒 常的 に 用 い
ら れ る も の と 臨時的 に作 ら れ た も の が あ る こ と が指摘 さ れ て い る 。 石井 ( 19 9 3， 2001 等 ) で は， 複数の
単語連続 を 臨 時 的 に 一語化 し た 複合語 を 「臨 時一語」 と呼 ん でい る が， こ こ で石井 (2001) に あ る 「政
治改革」 と い う 語 に つ いて の 記述を紹介 し た L 、。
「政 治改革 」 が 臨時一 語 で あ る こ と に つ い て は， 異論が あ るだ ろ う 。 そ れ は， 臨時一語 と恒 常 的
な 単語 と の境界線 が はっ き り し な い か ら で あ る 。 加 え て ， 臨時一語 の 中 に は恒 常 的 な 単語へ と移 行
= 定着す る も の が あ る 。 「政 治改革j と い う 単語 も ， お そ ら く ， 臨 時一語 と し て 発生 し ， 新 聞 や テ
レ ビ な どで繰 り 返 し 使用 さ れ る こ と に よっ て ， 安定 した恒 常 的 な 単語へ移 行 し つつ あ るも の と 思わ
れ る 。 (pp.27-28)
石井氏が述べるように， どこまでを臨時一語とするかの線引きは難しい。 特にIT用語は， IT技術の進
化 と と も に 今 も 次 々 に 新 し い語が作 ら れ て お り ， 恒 常的 な 単語へ と移 行 中の 語 も 多 く 存 在す る と 考え ら
れ る た め， 臨時一語か否 か の 判定 は人 に よっ て異 な る 可能性が高 い。
し か し な が ら ， 分 析 に お い て は 何 ら か の 基準が必要 で あ る 。 そ こ で本研究 で は ， r2 008- '09 最新パ ソ
コ ン 用 語事典JI (約 7670 語収録) を使用 し ， 主 と し て こ の辞典 に 立項 さ れ て い る か ど う か に よっ て ， 専
門語か一般語か の 区別 お よ び 1 語 と 見 な す か否 か の 判定を行 う こ と に し た。 部分的 に ， イ ン タ ー ネ ッ ト
上 の IT 用語辞典le-wordsJ (約 9000 語収録) も 参考 に し た。 ま た ， 今回語例採集 に 用 い た教科書の 中 で，
専門的 な 用語 と し て意味 の説 明 が な され て い る 語 に つ い て も ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関
わ る 専門語 と し て 扱 う こ と に し た。
3 調査結果
まず， 3.1 で は情報 セキ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語全体 の 特徴， お よ び高頻 度語 の 特
徴を述べ る 。 次 に ， 3.2 で は情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語 に お け る 高頻 度語 を 見
て い く こ と に し た L 、。
3. 1 I情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育に関わ る専門語
情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語 と し て ， 延 べ 3850 語， 異 な り 564 語を得た。 こ こ で，
本調査で行っ た 異な り 564 語の カウ ン ト 方法 に つ い て述べて お き た L 、。
( 1 ) I ウ イ /ウ ィ J Iディ/デ」の違い(ウイルスとウィルス， ディジタルとデジタル)， 語末の長音
符号 の 有無 (ユ ー ザと ユ ー ザ ー ) ， 中黒 の 有無 ( チ ェ ー ン メ ー ル と チ ェ ー ン ・ メ ー ル) と いっ た 日
本語 に よ く 見 ら れ る カ タ カ ナ 表記 の揺 れ に つ い て は， カ タ カ ナ 表記 に 関す る 基礎的知識を 有 し て い
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れ ば， 同一対象 を 示す語 で あ る と すぐ に 理解 で きる た め， こ れ ら は 同一 語 とし て 扱う こ と に し た。
ロ ー マ 字表記の 大文字 と 小文字の 表記(Web と web とWEB) に つ い て も 同様 で あ る 。
(2) 漬田 ・ 深津(2007) で指摘したように， IT 用 語 に は ， 省略形 や複数 の 表記を 有 す る 語が 多い。 今
回 の調査に おい て も ， 1" ソ フ ト ウェ ア 」 と 「 ソ フ ト J， 1"ウェプ」 とI"WebJ， 1"オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ
ス テ ム 」 とI"OSJ と い っ た例 が 観 察 さ れ た が， こ れ ら が 同一 対象 を 示す語で あ る と判 断す る に は，
IT 用語 に 関す る 知 識 が 不可欠 で あ る 。 よ っ て， こ れ ら は 異 な る 語 と し て カ ウ ン ト し た。
以下， 3 .1 .1 で 異 な り 564 語の 全体的特徴， 3 .1 .2 で高頻 度語， 3 .1 .3 で 省略形 や複 数 の 表記 を 有す る 語
を見て い く 。
3 . 1 . 1  異なり564語の全体的特徴
11-20回21-284回
33語
(5.8偽)
和語
12語混種語 (2. 1%) 76語
(13.5覧)54語
(9.6弘) 1回
一浦語附ふ牢nt
・
-r，
nO
Fhu 
川凡1qdno
256語
(45.5覧) 漢語
図 1 出現度数別 内訳 (異な り 564 語) 図 2 語種別 内訳 (異な り 564 語)
図 l は 異 な り 564 語 の 出 現度数別 の 内訳を示 し た も の で ある が， 出 現度数日 以上の 語 は ， 全体 の 約
l 割 (65 語， 1 .5%) と か な り 絞 ら れ る 。 こ れ ら 高頻 度 の 語が情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル の 重要 語
を 抽 出 す る 際 の 指標 のー っ と な る だ ろ う 。 高頻 度語 に つ い て は 3.2 で詳 し く 述べ る 。
図 2 は語種別 内訳を示 し た グ ラ フ で あ る が， 外来語が全体の 3 分 の 2 を 占め ， 続 い て 漢語が 2 割 ， 混
種語が 1 割 強 と な り ， 和語 は 非常 に 少 な L 、。 漬 田 ・ 深津 (2007) が行 っ た 新 聞 や 雑誌等 の 文章 か ら 採集
し た IT 用語 (異な り 841 語) の 語種別 内訳 にお い ても ， 外来 語が 62.9%， 漢語が 23.8%， 混 種語が 9.4%，
和語が 3.9% と ， 今 回 の 調査結果 と か な り 近 い割 合 と な っ て い る 。
外来 語に は 「 イ ン タ ー ネ ッ ト J 1" メ ー ル」 の よ う な カ タ カ ナ 表記 の 語 と ， IIT J I"Winny J の よ う な ロ ー
マ 字表記 の 語 が あ る が， 外来語 367 語の う ち ， カ タ カ ナ 表記の 語 は 229 語， ロ ー マ字 表記 の 語 は 1 18 語，
I"We b サ イ ト JI"ノ ー ト P CJ の よ う に ロ ー マ 字 と カ タ カ ナ を組み合わ せ て 使 う 語 は2 0 語で あ っ た。 ま た ，
混 種語 76 語の う ち ， 外来語 を含む語 は 66 語， こ の う ち ロ ー マ 字表記 の 外来語 を含む語 は 「無線LANJ
の 1 語 の み で， 残 り 65 語 は カ タ カ ナ 表記 の 外来語 を 含む語で あ っ た。 こ れ ら カタ カ ナ 表記 の 外来語 を
含む混 種語 も 合 わせ て 数え る と ， カ タ カ ナ 表記 の 外来語 は 全体 の 半数 (295 語 /564 語， 52.0%) を 超 え
る 数 と な る 。
漢語 は， 1"暗号J r 複製 」 な ど の 2 字熟語が 39 語 と 漢語全体 の 3 分 の l 強 (39 語 /109 語， 35.8%) を
占 め る が， 1" 著作権J 1"脆弱性」 な ど の 3 字熟語 が 31 語 (28.4%) ， 1" 個人情報J 1" 強制終了 」 な ど の 4 字
熟語が 21 語 (19.3%) ， 1" 電子掲示板J 1" 個人情報保護 法」 な ど5 字以上の熟語が 18 語 (16.5%) あ っ た。
混 種語 に つ い て は カ タ カ ナ 表記 の 外来語を含む も の が多 い こ と を上で述べ た が， 漢語を含む語は さ ら
に多 く ， 混 種語 76 語す べ て が漢語 を 含 む語で あ る 。 つ ま り ， 外来語 と 漢語 の 組み合わ せ が よ く 使 わ れ
る こ と が分か る 。 語例 と して は， 1" 実行 フ ァ イ ルJ 1"迷惑 メ ー ルJ 1" ワ ン ク リ ッ ク請 求J 1" ア ク セ ス 権」 な
どが挙 げ られ る 。
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和語は， 564 語 中 わず か 12 語で あ り ， し か も ， そ の う ち 7 語が 出現度 数 1 で あ る た め， 延べ 3850 語
中 に 占 め る 割合で見て も ， 35 語(0 .9%) と 非常 に 少 な い。 出現 度数 4 以上 の 語 は 「立 ち 上 げ る J ["" な り
す ま し J [""ゴ ミ 箱 J [""書 き 込み」 の 4 語で あ っ た。
3. 1 .2 高頻度語
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育の 分野 で の 重要語を 求 め る に 当 た っ て は， 高頻 度語の 他 に ， 出現
範囲 に つ い て も 考慮す る 必要 が あ る 。 本調査で は 7 冊 の 教科書か ら 語例 を 採集 し た が， あ る 教科書の み
に 出現す る 語 よ り も ， 複数の 教科書 に 出現 す る 語の ほ う が， よ り 重要 な語 で あ る 可能性が高 L 、。 よ っ て ，
こ れ ら 2 つ の 観 点 か ら 見て L 、 く 。
表 2 高頻度語 (出現度数 1 1以上の 65 語)
l位 情報 (284 ) 23 位 コピー (35 ) 46 位 改ざん (15 )  I
2位 著作 権 (168 ) リン ク (35 ) 更新 (15 )  
3位 イン タ ー ネット (134 ) 25 位 不正 ア クセ ス (34 ) 48 位 URL (14 )  
4 位 個人 情報 (1 14 ) 26 位 ネット (30 ) ユー ザ名 (14 ) 
5位 パス ワー ド (110 ) 27 位 ホー ムペー ジ (29 ) 個人 情報 保護 法 (14 )  
6位 セ キ ュリティ (95 )  28 位 ソ フトウェア (27 ) 端末 (14 )  
7 位 コン ビュー タ (86 ) 2 9位 サイト (26 )  著作 者人格権 (14 )  
メー ル (8 6) 30 位 情報 倫理 (25 ) 53 位 Winn y (13 )  
9位 ネットワー ク (80 )  31 位 ノfソコン (24 ) クラッカー (13 )  
10 位 シ ステム (73 )  32 位 ア クセ ス (23 )  ファイア ウオー ル/ (13 )  
1 1 位 ウイルス/ウィルス (71 )  33 位 サー バ (22 ) ファイア ・ ウオー ル
12 位 デー タ (69 )  34 位 拡張子 (20 )  フォルダ (13 ) 
13 位 ファイjレ (66 )  35 位 スパム (19 ) 57 位 Windows (12 )  
14 位 プログラム (60 )  ユー ザID (19 ) セ キ ュリティホー ル/ (12 )  
15 位 Web/web/WEB ペー ジ (56 )  肖像権 (19 )  セ キ ュリティ・ ホー ル
16 位 引用 (54 ) 38 位 PC (18 )  タ 事ウン ロー ド (12 )  
17 位 暗号化 (53 ) ア カウン ト (18 )  チェー ン メー ル/ (12 )  
18 位 電子メー ル (49 )  添付ファイル (18 )  チェー ン ・ メー ル
19 位 情報 技術 (39 ) 41 位 コン テン ツ (17 ) 認証 (12 ) 
20 位 ソ フト (38 )  ディジタ ル/デジタ ル (17 )  62 位 ア ドレス (1 1 )  
21 位 コン ビュー タ ウイルス/ (36 ) ユー ザ/ユー ザー (17 )  クリック (11 ) 
コン ビュー タ ウィルス/ 44 位 ログイン (16 )  知的財産権 (1 1 )  
コン ビュー タ ・ ウィjレス 画像 (16 )  通信シ ステム (11 )  
複製 (36 )  
括弧内は出現度数を 示す。
上 の 表 2 は ， 出現度数 1 1 以上の 65 語を頻度順に並 べ
た も の で あ る が， 全体 を見て最初 に 気づ く のは， 外来語
が多 い こ と で あ る 。 65 語 の 語種別 内 訳 を調 べ る と ， 図
3 の よ う に な る 。 異な り 564 語の 語種別 内訳 ( 図 2 参照 )
で は 外来語 の 占 め る割 合 は 65. 1% で あ っ た が， 出現度数
11 以 上 の 語 に お い て も 64.6% とほ ぼ 同 じ割 合 に な っ て
い る こ と が わか る 。 漢語 に つ い て は ， 異な り 564 語で は
19.3% であ っ たが， 出 現度数 11 以 上 の 語 で は 27.7% と ，
漢語の 占 め る割 合がやや 高 く な って お り ， そ の 分， 混 種
語の占め る割 合が減 り ， 和語 に い たっ ては 1 語 も 含 ま れ
て い な い。 混 種語 も 「電子 メ ー ルJ ["" 不正 ア ク セ ス J [""添
漢語
18語
(27.7%) 
外来語
42語
(64.6%) 
図3 語種別内訳(出現度数11以上の65語)
付 フ ァ イ ルJ ["" ユ ー ザ名J ["" 通信 シ ス テ ム 」 と ， す べて 外来語 と 漢語 の 組み合わせ で あ る 。
第 2 に ， ["" 個人情報J ["" 著作権J ["" コ ン ビ ュ ー タウ イ ル ス 」 の よ う に ， 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル
用語 と 言 え る べき語 と， ["" イ ン タ ー ネ ッ ト J ["" コ ンピュ ー タ J ["" メ ー ルJ の よ う に ， 情報 セキ ュ リ テ ィ ・
情報モ ラ ル教育以 外 の 場面でも 使用 さ れ る 機会 の 多 い IT の 基本語葉 と も 言え る 語の両 方が現れ て い る
こ と が わか る 。 こ れ ら を区別 し て示 し た の が 図 4 で あ る 。 情報セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル と 密接な 関 わ
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り を持つ語が入 った 図形 は グ レ ー で網か け を し て ， そ の 他の IT 用語 と 区別 し た。 図 4 の 語 は L 、 ず れ も
名調 で あ る が， 1-す る」 の形で動 詞と し て使 用さ れ る こ と が多 い語 につい て は， 楕円 で示 し た。 ま た ，
漬田 ・ 深津(2007) の調 査 に おい て ， 頻度が高か っ た IT 用語 (出現度数21以上の 58語 ) には， 本 を付し た。
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図 4 情報セキ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用語 ( グレー) と一般的な IT用語 (白)
演田 ・ 深津(2007) の 調 査 は ， 新聞， 雑誌， 広報 ・ 情報誌， 小 説等 の 様 々 な タ イ プ の 文章 で用 い ら れ
る IT 用 語 に つ い て 分析 し た も の で あ る が， こ の調 査 に お い て 出現度数が高 か っ た IT 用 語 の う ち ， 情
報 セ キ ュリ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用 語 に 当 た る 語 は 「セキ ュ リ テ ィ 」 だ け で あ る3)。 こ の こ と か ら ， 情報 セ キ ュ
リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 用語を一般的な IT 用 語 と は 別 に 調査を し た ほ う が よ い こ と が確 認 で
き る 。 情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用 語 は ， コ ン ピ ュ ー タ の セ キ ュ リ テ ィ に 関 わ る 語， 個人情報 に 関
わ る 語， 著作権 に 関 わ る 語の 大 き く 3 つ に 分 け ら れ る 。 著作権 は 主 に 情報モ ラ ル教育で取 り 上 げ ら れ る
項 目 で あ る の に 対 し ， 個人情報 は情報モ ラ ル教育 だ け で は な く ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ 教育で も 扱 わ れ る た
め， 個人情報に 関 わ る 用語 は， セ キ ュ リ テ ィ に 関 わ る 用語 と し て捉 え る こ と も で き る 。 ま た ， 図 4 で は， 1 ス
パ ム J 1 チェ ー ン メ ー ル」 は メ ー ル の 一種 と 見な さ れ る こ と か ら ， メ ー ル に 関 わ る 語 と し て 位置づ け た が，
こ れ ら は セ キ ュ リ テ ィ に 関 わ る 語 と し て ま と め る こ と も で き る 。 IWinnyJ は著作権 と セ キ ュ リ テ ィ の
両方 と 関 わ り が深い こ と か ら ， 図 4 で は 両者 の 聞 に 位置づ け た。 一般 的 な IT 用 語 に つ い て は， コ ン ビ ュ ー
タ ， ネ ッ ト ワ ー ク ， ディ ジ タ ル コ ン テ ン ツ ， イ ン タ ー ネ ッ ト ， メ ー ル に 関 わ る 語が高頻 度語 と な っ て い
る こ と が わ か る 。
第 3 に ， 本調査 で は ， 語例採集 の 資料 と し て 大学や高校 の 教科書 を 用 い た が， 書 き こ と ば資料の 中 で
も 特 に 使用 す る 語や表記へ の 配慮、 が なさ れ て い る は ずの 教科書に お い て も ， 1 ウ イ ル ス 」 と 「ウ ィ ル ス J，
「ユ ー ザ」 と 「ユ ー ザ ー」 の よ う に 複数 の 表記 が見 ら れ る こ と( 図 4 は ス ペ ー ス の 関係上， 表 2 で最初
に挙 げ た 表記の み を記 し た) ， ま た， 1 ネ ッ ト 」 や 「 ソ フ ト J と い っ た 省略 語 も 使 わ れ て い る こ と が わ か
る 。 こ れにつ い て は 3. 1 .3 で詳 し く 見て L 、 く 。
以上， 高頻 度語の特徴 を 見 て きた が， 次に， 出現範 囲 の広 さ(語例 を 採集 し た 教科書数) を考え る こ
と に し た い。 表 3 は出現 度数 1 1 以上の 65 語 につ い て ， 採集教科書数別に整理 し た も の で あ る 。
- 6 -
表 3 採集教科書数別内訳 (出現度数 1 1以上の 65 語)
7冊に あった語 1 .情報 ， 2 . 著作 権， 3 . イン タ ネーット， 4.個人 情報 ， 6 .セ キュリティ， 7.コン ビュ ター ， 7. メール，
10 語 (15 .4%) 13 ファイル， 28 . ソフトウェア ， 44.画像
6冊に あった語 5 . パス ワード( *u5 )， 10 .シ ステム( *u5 )， 1 1 . ウイルス( *u3 )， 12 . デ ター ( *u5 )， 1 4. プログラム( *u5 )，
13 語 (20 .0 %) 16 .引用( *u1 )， 2 1 . 複製( *u5 )， 23 .コピー( *u5 )， 25 . 不正 ア クセ ス( *u5 )， 38 .ア カウン ト( *h7)，48 . URL ( *u3 )， 48 .個人 情報 保護 法( *u5 )， ダ ウン ロード( *u5 )
9 .ネットワ クー( *u2 ， 九5 )， 1 7.暗号化 ( 本u4， *u5 )， 18 . 電子メール( *u2 ， *u5 )， 20 . ソフト( *u1 ， も1 )，
5冊に あった 諮 21 .コン ビュ ター ウイルス( *u3 ， *u5 )， 23 . リン クゲu3 ，h1 )， 26 .ネット( *h1 ， *h2 )，
1 7語 (26 .2 %) 2 7. ホームページ( *h1 ， も2 )， 29 . サイト( *hl ， も2 )， 31 . パソコン ♂u1 ， *h1 )， 32 .ア クセ ス( *u2 ， も1 )，33 . サ ーバ( *h1 ， も2 )， 35 .肖像権( *u1 ， *u4)， 38 .添付ファイル( *u4， も2 )， 44. ログイン ( *u3 ， *u5 )，
46 .更新 ( *u3 ， も1 )， セ キュリティホール( *u2 ， も5 )
15 . Web ページ( *u1 ， *u3 ブu5 )， 35 . スパム( *u2 ，日3 ， も2 )， 41 .コン テン ツ( *u2 ， も1 ， も2 )，
4冊に あった語 41 . ディジタ ル( *u1 ，日4，日5 )， 41 . ユーザ(日5 ， 百1 ， も2 )， 46 .改ざん(*u2 ， *u5 ， も2 )，
12 諮(18 .5 %) 48. 著作 者人格権( *u1 ，日3 ， *u5 )， 53 . Winn y ( *u5 ， *hl ， も2 )， 53 . ファイア ウオール( *u2 ， *u3 ，  *u5 )， 
5 7.認証( *u2 ， *u5 ， も2 )， 62 .ア ドレス( *u1 ， *u3 ， も2 )， 62 .クリック( 九4， も1 ， 百2 )
3冊に あった語 35 . ユーザID (u1 ，h1 ，h2 )， 48 . ユーザ名 (u2 ，u4，hl )， 53 .クラッカー(u3 ，u4，hl )，
4諾(6 .2 %) 5 7. チェ ンー メール(u4，u5 ，hl )
2冊に あった語 30 .情報 倫理 (u1 ，u3 )， 38 . PC (u1 ，u4)， 48 .端末 (u1 ，u4)， 5 7. Wind o ws (u1 ， u2 )， 
5語 ( 7.7%) 62 .知的財産権(h1 ，h2 )
1冊に あった語 19 .情報 技術 (u3 )， 3 4.拡張子(u2 )， 53 . フォルダ(u2 )， 62 .通信 シ ステム(u2 )4語 (6 .2 %)
- 各語 の前 に 付し た 番号は， 65 語を 頻度 順に 並べた 場合 の 順位を 示す (表2を 参照)。
・ 括弧内の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は高校の教科 書を 示す (表1 を 参照)。 資料数 6冊- 4冊に つ い て は， そ の語が 掲載さ
れ て い な かった教科 書を ， 資料数 3冊- 1冊に つ い て は， そ の語が 掲載さ れ て い た教科 書を 挙げた 。
8 割 (52 語 /65 語， 0.80 % ) の 語 は 4 冊以上 の 教科書， す な わ ち 本調査で対 象 と し た 教科書の 半数以
上か ら 採集 され て い る 。 ま た ， 出現度数 50 以 上 の 語 は 17 語 あ っ た が， こ れ ら は す べ て 4 冊以上 の 教科
書 か ら 採集 さ れ た 語 で あ る 。 そ し て ， 1 7 語 の う ち 8 語が 7 冊 の 教科書すべ て か ら ， 6 語が 6 冊 の 教科
書か ら 採集 され て い る 。 全体的 に ， 出現度数が高 い 語 ほ ど， 出現範囲 も 広が る 傾向 に あ る こ と が う か が
わ れ る 。
こ の 一方で， I情報技術」 の よ う に ， 出現度数では 19 位 と か な り 高 め で あ る が， 1 冊の 教科書の み に
集 中 し て い る 語 も あ り ， よ り 重要性の 高 い語 を選定す る に 当 た っ て は ， 出現度数 と 出現範囲 の 両方を併
せ て 検討す る 必要 が あ る と 言え よ う 。 そ こ で， 出現度数 10 以下 と な っ た 語 の 中 で， 4 冊以上の 教科書
で使 用 さ れ て い る 語 に つ い て も ， 表 4 に ま と め て お く 。 出 現度数 10 以下 の 語 は 499 語 ( 出 現度 数 4 -
10 の 語 は 107 語) ， こ の う ち ， 4 冊以上の教科書か ら 採集で き た 語 は 7 語の み と 数 と し て は 非常 に 少 な
い が， I な り す ま し J I暗号」 の よ う に ， 先 に 述べ た情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用語 と 言え る べ き 語
も 含 ま れ て い る 。
表 4 採集教科書数別 内訳 (出現度数 4 '" 1 0 の 語)
6冊に あった語 ( 1語 ) I CD (出現度10 ， *u5 )， 
|な りす まし (出 現 度 9， *u2 ， *u5 )， 暗 号(出 現 度 6 ， *u2 ， *u5 )， ハ ー ド ウ ェア (出 現 度 6 ，5冊に あった語 (3 語 ) I |*u2 ， *u5 )  
|転送(出現度8， *u2 ， *hl ， も2 )， 起動(出現度 7 ， 一川3 ， *u5 ， も1 )，4冊に あった語 ( 3語 ) I |ア イコン (出現度6 ， *u1 ， *u3 ， *h2 )， 
・ 括弧内の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は高校の教科 書を 示す (表l を 参照)。 そ の語が 掲載さ れ て い な かった教科 書を 挙げた 。
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3. 1 .3 省略形や複数の表記を有する語
語 頭を 省略
省
語 末を 省略
略
形
語 中を 省略の
使
用
英語 の頭文 字を 使用
ロー マ字 /カタ カナ
カタ カナ/ひらが な
複数 のカタ カナ表記
複
数
表 長音符号の有 無
記
中黒の有 無
外来語 と 漢語
そ の他
表 5 省略形や複数の表記を有する 語
(1 )掲示板(ul .u4 ，u5) …電子掲示板(u4 ，u5 ，h1)
(2 )ネッ ト(ul .u2 ，u3 ，u4 ，u5) …イン タ ー ネッ ト(u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，u5 ，h1 ，h2)
(3 )メー ル (u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，u5 ，h1 ，h2) …電子メー ル (u1 ，u4 ， u5 ，hl .h2) 
(4 )フロッピー (u4) '.'・フロッピー ディスク(u4)
(5 )ソフト(u2 ，u3 ，u4 ，u5 ，h2) …ソフトウェア (u1 ，u3 ，u4 ，u5 ，h1 ，h2)
(6 )ウィル ス ソフト(u3) …ウィル ス対策ソフトウェア (h1) ， ウィル ス対策ソフト(u2)
(7 )公開鍵方式(u2) …公開鍵暗号方式(ul)
(8 ) FD (u4) …フロッピー ディスク(u4)
(9 ) HD (u4) …ハー ドディスク(u2) ， ハー ド・ ディスク(u1)
(10 )  IT (u3 ，u4) …情報 技術 (u3)
(11 )  08 (u2 ，u3 ，u4 ，hl) …オペレー テイン グシ ステム(u3)
(12 )  PC (u1 ，u4) …ノfソコン (u2 ，u3 ， u4 ， u5 ，h2) ， ノー トPC (u4) …ノー トノfソコン (u2)
(13 )  W8 (ul) …ワー クステー シ ョン (u2)
(1 ) d o wnl oad (u1) …ダウン ロー ド(u1 ，u2 ， u3 ， u4 ，hl .h2) 
(2 ) 8 PAM (ul) …スパム(u1 ，u4 ，u5 ，hl)
(3 ) Upda te (ul .u2) …ア ッ プデー ト(u2 ，hl)
(4 ) Web (u1 ，u2 ，h2) …ウェブ(u3 ，u5) ， Web jWEBサイト(u1 ，u2 ，u4 ，h2) …ウェブサイト(u5)
(5 )ゴミ箱(u1 ，u2 ，h2) …ごみ箱(u2)
(6 )ウイルス， コン ビュー タ ウイルス(u2，h1 ，h2)…ウィルス(u1 ，u4 ，u5) ， コン ビュ ター ウィル ス(u4)
(7 )ディジタ ル ， ディジタ ルデノfイド(u1 ，u3 ，h1 ，h2) …デジタ ル ， デジタ ル デバイド(u2 ，u4 ，u5)
(8 )トラッ フィッ ク(ul) …トラフィッ ク(ul)
(9 )プロパイダ(ul .hl) ・・ プロバイダー(u1 ，u5)
(10 )ユーザ(ul .u3 ，u4) …ユー ザー(u2)
(1 1 )オン ライン シ ョッピン グ(hl) ・・ オン ライン ・ シ ョッピン グ(u5)
(12 )コン ビュ ター ウィルス(u4) …コン ビュ ター ・ ウィルス(ul)
(13 )スパムメール(u4 ，h1) …スパム・ メール(ul ，u5)
(14 )セ キュリティパッチ(u2) …セ キュリティ・ パッチ(u1)
(15 )セ キュリティホー ル(u3 ，u4 ，h1 ，h2) …セ キュリティ・ ホー ル(u1)
(16 )チェ ンー メール(u4 ，h1) …チェ ンー ・ メール(u5)
(1 7)ハードディスク(u2) …ハード・ ディスク(u1)
(18 )ファイア ウォ-Jレ(u4 ，hl ，h2) …ファイア ・ ウォ-Jレ(u1)
(19 )メーリン グリス ト(u2) ..，メーリン グ・ リス ト(u1)
(20 )メールア ドレス(u2 ，u5 ，h1 ，h2) …メール・ ア ドレス(ul)
(1 )ア ップデート(u2 ，h1 )…更新 (ul ，u2 ，u4 ，u5 ，h2)
(2 )コピー(u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，hl .h2) …複製(u1 ，u2 ，u3 ，u4 ，h1 ，h2)
(3 )スパム・ メール(ul ，u5) ， スパムメール(u4 ，h1) …迷惑メール(u4)
(4 )情報 モラル(h1) …情報 倫理 (ul ，u3)
(5 )使用許諾ライセ ン ス(u1) ・・使用許諾契約(h2)
(1 )ウィルス対策ソフト ( ウェア )C u2 ，h1) …ウィルス 防御ソフト(u1)
ウィルスソフト(u3) …セ キュリティソフト(u4)
(2 )不正 コピー(u1 ，u4) …違法コピー(u3 ，hl)
(3 )ファイル交換ソフト(u2 ，u3 ，u4) …P2 P(u1) …Peer to Peer (ul) …PtoP (u3) 
(4 )メーラー(u4) …メールソフト(u5)
(5 )ユーザID (ul .h1 ，h2) …ユーザ名 (u2 ，u4 ，hl)
括弧内の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は高校の教科 書を 示す (表1 を 参照) 。
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漬 田 ・ 深津(2007) が行 っ た 日 常生活で 目 に す る 様 々 なタイ プ の 文章 に お け る IT 用 語 の 調査 に お い て
も ， そ の 特徴 の l っ と し て ， 同 一指示対 象 を示す 語が複数存 在す る IT 用語が多 い こ と ， そ し て そ れ ら
の 語 の 多 く はカ タカ ナ 表記 の 外来語で あ る と い う 結果で あ っ た が， 採集資料 を教科書 に 限定 し て も同 様
の 傾向 が見 ら れ る 。 ただ し ， 雑誌等 と比べ る と 省略形 の使 用 は 少 な く . 1 ネ ッ ト J 1掲示板J 1 メ ー ルJ 1 ソ
フ ト 」 な ど の 語 に 限 ら れ て い る 。
教材を 開発す る に 当 た っ て は， 同一対 象 に対 し て 複数 の 語や表記 を 有す る 語 に つ い て ， ど の 語 あ る い
は ど の 表記が よ く 使 わ れ て い る か とい う 情報 も 有用 で あ る と 思 わ れ る 。 そ こ で， 表 5 で は ， 採集教科書
に 関す る 情報 も示 し た。 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 」 と 「 ネ ッ ト 」 な ど の 省 略形 が あ る タ イ プ の 語 は， 1 つ の 教
科書 に 両方 出 現 し て い る 場合 が多 い の に対 し ， 1 ウ イ ル ス 」 と 「 ウ ィ ル ス J， 1 ユ ー ザ」 と 「 ユ ー ザ ー 」
な ど の 複数 のカ タカ ナ 表記が あ る 語， 1 ア ッ プ デ ー ト j と 「更新」 のよ う に外 来語と漢語が あ る 語， 1不
正 コ ピ ー 」 と 「違法 コ ピ ーJ の よ う に 類義語を使 う 語 に つ い て は ， 教科書 に よ っ て使 い分 け が なさ れ て
い る 場合が多 い こ と が わ か る 。
ま た ， 1 ソ フ ト 」 と 「 ソ フ ト ウェ ア J， IWe bJ と 「 ウェブ J， 1 コ ピ ー 」 と 「複製 」 の よ う に ， い ず れ
の 語 も複 数 の 教科書で使 用さ れ て い る 場合 と ， IOS J と 「オペ ー レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム J ， 1ユ ー ザ」
と 「ユ ー ザ ーJ， 1セ キュ リ テ ィ ホ ー ル」 と 「 セ キュ リ テ ィ ・ ホ ー ル」 の よ う に 一方 の 語 あ る い は 表記が
多数の 教科書で採用さ れ て い る 場合 と が あ る 。
教 科書によ っ て 異な る 語や表記 が用 い ら れ て い る 場合， 必然 的 に そ の 語 の出現度数 は 少 な く な り ， ま
た ， 出現範囲 も狭 く な る 。 つ ま り ， 複数 の 語 や 表記 が あ る こ と が理 由 で， 3 . 1 . 2 で 高頻 度語 と し て 取 り
上げ ら れ な か っ た 語 が存 在す る 可能性 が あ る 。 そこ で， 表 5 に 挙げ た 語 の う ち ， 3. 1 . 2 で扱わ な か っ た
語 に つ い て ， 同一指示対 象 を 表す 語 を 合
わ せ てカ ウ ン ト し た 場合 に 4 冊以 上 の
教 科 書 か ら 採集さ れ る 語 を 調 べ た と こ
ろ ， 表 6 の 6 例がこ れに該当し た 。「ウィ
ル ス対 策 ソ フ ト J 1 フ ァ イ ル交換 ソ フ ト
/P 2 P J  1不 正 (違法) コ ピ ー 」 と L 、 っ た
情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル と 密接 に
関 わ る 語 が含 ま れ て い る 。 ま た ， 1 ユ ー
ザ IDJ と 「ユ ー ザ名」 は 3. 1 . 2 で取 り 上
げ た 語 で あ る が， 表 3で は い ずれ も 採集
教科書数 は 3 冊 と ， 調査対 象 とし た 教科
書 7 冊 の 半数以下 に し か 出現 し な か っ た
語 と な っ て い た。 し かし ， 両者 を合わせ
る と ， 採 集 教 科 書数 は 5 冊， 出 現度数
もお と な り ， 頻 度順 も 26 位 (1 ユ ー ザ
IDJ は 36位 ， 1 ユ ー ザ名 」 は 48 位) に
上が る 。
表 6 教科書に よって異な る 語や表記が用い られて い る
ために 高頻度語と判定されな かった語
採集教科 書数 出現度数
教科 書番号 合計 語別 合計
Web(WEB)サイト u1 ，u2 ，u4 ，h2 5 9 19 ウェブサイト u5 10 
ウィルス対策ソフトウェア h1 4 
ウィルス対策ソフト u2 5 
ウィルス 防御ソフトウェア u1 5 3 16 
ウィlレスソフト u3 
セキュリティソフト u4 3 
Web u1 .u2 ，h2 5 3 12 ウェブ u3，u5 9 
ファイル父換ソフト u2 ，u3，u4 6 
P2 P u1 4 6 17 Peer to Peer u1 3 
PtoP u3 2 
電子掲示板 u4 ，u5 ，h1 4 6 1 3  掲示板 u1 .u4 ，u5 7 
不正 コピー u1 .u4 4 3 7 違法コピー u3，h1 4 
• u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は 高校の教科 書を示す (表1 を参照)。
3.2 I情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育に関わる一般語に おける高頻度語
2 . 2 で本調査 に お け る 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情 報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語 の 判定方法を 述べ た が， 専
門 語 と し て 判定 し な か っ た語の 中 に も ， 専門語 と し て 扱 う べ きか判断 に迷 う 語 も あ っ た。 ま た ， 留学生
教育 に お い て は ， 専門語だ け で な く ， 日 本語学習上， 難易度が高 い とさ れ る 一般語 に も注 意 を払 う 必要
が あ る 。 そ こ で， 3 .2 で は 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語 に お け る 高頻 度語 を 見 て
い く こ と に し た い。 た だ し ， 一般語 と 言 っ て も ， 本調査 で 明 ら か に し た い の は ， 日 本語の 文章全般 に お
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け る 高頻 度語で は な く ， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 の分野 に特 徴的 な高頻 度語 で ある 。 そこ で，
採集 し た語例 の う ち ， 名 詞， 動詞， 形 容詞 を 分 析 の対 象 と し ， 助詞， 助動詞， 接続詞 な ど機能語 的 な 語
は対 象から 外 し た。
3. 1 の 専門 語の場合 と同 様， 出現 度数 1 1 以上の語を高頻度 語 と し ， 使 用 範 囲 の 広 さ (語例採集 に 用 い
た教科書 7 冊の う ち 4 冊以上か ら 採集 さ れ た 語) と い う 基準 も 加 え て ， 語を 抽 出 し た 。 そ し て ， そ れ ら
の 語 の 中 か ら ， 日 本語 を 学習す る上 で の 難易 度がか な り 高 い と さ れ る 語， す な わ ち ， r 日 本語能 力 試験
出題基準Jl (以下， r出 題基準』 と称す ) で級外 も し く は l 級 レ ベ ル と さ れ て い る 語4) を まとめ た の が表
7 で あ る 。
表 7 採集教科書数別 内訳 (出現度数 1 1以上の 『出題基準』 級外 ・ 1 級レベル の 語)
『 出題 基準 』級外 の 語 『 出題 基準 .1 1級 の 語
語 出現度数 教科書番号 語 出現度数 教科 書番号
(1 )保護 70 
(2 )行為 67 
7 冊に あった 語 (1 )侵害 68 (3)感染 50 
(4 )無断 35 
(5 )提供 24 
(2 )著作 物 124 *u5 
(3)表示 39 *u3 (6 )公開 36 *u2 
(4 )プライバシ ー 35 本u5 (7 )設定 34 *u5 
6冊に あった 語 (5 )送信 30 *u5 (8 )破壊 32 キu5
(6 )発 信 18 *u2 (9 )登録 16 *u3 
(7 )受 信 14 場u2 (10 )対応 1 1  *u1 
(8 )私的 11  *u5 
(9 )倫理 51 *u4 .*h1 
(10 )著作 者 50 *u1.*u5 (1 1 )ルー ル 18 本u2 .*h2
5冊に あった 語 (11 )画面 12 *u3.*h1 (12 )規定 1 3  *u3.*u5 
(12 )第三 者 12 *u2 .*u5 (1 3)参照 1 3  *u1 ，*u2 
(1 3)機器 1 1  *u5 .*h2 
(14 )匿名 24 本u1 ，*u2 .*h1 (14 )発生 25 
本u2 .*u5 .*h1
(15 )や り 取り 24 *u1 ，*u2 ，*u4 (15 )掲載 24 日1 ，
*u2 ，*u3
/や り と り (16 )権限 19 
*u2 .*u3.*u5 
4冊に あった 語 (16 )漏洩 16 *u2 .*u5 .*h1 (17 )定 め る 19 
*u4 ，*u5 ，*h1 
(17 )モラル 15 *u1.*u2 .*u3 (18 )所 有 18 
*u2 ，キu5 .*h1
(18 )最新 12 本u1 ，*u5 .*h1 (19 )意図 1 1  
*u1 .*u2 ，*u3 
(20 )規 制l 1 1  *ul ，本u5 .*h2
-教科 書番号 の u1 - u5 は大学 ， h1 と h2 は 高校 の教科 書を 示す (表Iを 参照) 。 そ の 語が 掲載さ れ ていな かった 教科書を 挙げた 。
『 出 題基準』 級外 の 語が 18 語， r 出 題基準Jl 1 級 の 語 が 20 語， 計 38 語 あ っ た。 表 7 の 語 を 見 て ， ま
ず気づ く の は， 漢語が 大半 を 占 め て い る こ と で あ る 。 38語 中 33 語 (86.8%) が漢語で あ る 。 表 2 の 専
門語で外来語が 3 分 の 2 を 占 め て い た (42 語 /65 語， 64.6%) の と は対 照 的 な 結果 で あ る 。 表 4 と 表 6
の専門語 も 5 割 (12 語 /24 語， 50.0%) が 外 来語で あ る 。
そ し て ， 表 7 の漢 語 33 語 中 21 語 (63.6%) が漢語サ変動調 で あ る 。 表 2 の 高頻 度語 とし て 抽 出 し た
専門語の 中 で は， 1-す る 」 の形 で動詞 と し て使 わ れ る こ と が多 い語 ( 図 4 の楕円 の 語) は 65 語 中 12
語 (18.5%) の み で， 残 り 53 語 (81 .5%) は 主 に 名 詞 と し て使 わ れ る 語 で あ っ た。 表 4 と 表 6 の 専 門語
に つ い て も ， 1-す る 」 の形 を 取 れ る の は 「転送J 1起 動J 1不正 コ ピ ーJ 1違法 コ ピ ー 」 の 4 語 ( 4 語
/24 語， 16.7%) の み で あ る 。 こ れ に対 し ， 表 7 で は， 漢語 サ変動詞以外 に も ， 1や り 取 り ( す る )J 1定
め る 」 の よ う な 動詞 や 「私的J 1最新J 1無断」 の よ う な 他 の 名調 や動詞 を 修飾す る働 き を す る 語 も 含 ま
れ て い る 。 こ れ ら の 語 は 3. 1 . 2 で取 り 上 げ た 専門語 と 結 びつ い て 用 い ら れ る こ と が多 L 、。 ど の よ う な 専
門語 と 結 びつ い て い る か， 教科書 の 文例 を 挙 げ て 紹介 し て お く 。 (文例 の 下線 は 表 7 の 一般語， 波 下線
は 表 2 の 専門語を示 す 。 )
- 次のようなWebページは，惹起建(複製権， 公衆送信権， 同一性保持権)，島盤建， プライパシーを畳重して
L、る。 (h 2)
• Windows でもMacでも， 買ったままの状態ではファイル名の蒐珪乏を塞丞しないので， アイコンの形でファ
イルの種類を判断しがちです。 (u3)
・ 担本壇越を進軍するときには，主主も旦え4...で盤董されているかどうか確認する。 (h 2)
・ また， なりすましゃコンビュ ータウイルスによって， 自分が知らないうちに自分の名前で這毛￡二北が送量さ
れることがある。(hl)
・ 大量のA二止をl度に特定のメール ・ サーバや個人に対して盈宣しないこと. (ul) 
・ 喧撃を重畳する際に気をつけること(u5)
・ 孟血な著作物のとζ之は許されますか? (u4) 
・ オンラインショッピングなど，題A撞主Eを主旦重立する場合は， 暗号化の技術が用いられている。 (hl)
・ 暗号化していないと途中で貨建が量豊する可能性がある。 (h 2)
・ 自分で文書を読むより理解が深まり，量藍の主主ふ立エム貨建を得 ることができる. (u4) 
・ このため，題A撞建の取り扱い方法を決め，豊重する動きが世界的に広まっている。 (h 2)
・ 之�に盛塾したら， コンビュ ータ をネットワークから切り離し， ウイルスが駆除できるまでは， 元にもど
さない。 (h 2)
・ 本人に盤睡で他人のユーザ IDとパスワー ドで旦之4之した場合は， 不正アクセス行為になる。
・ 姐A境建を量盤しなければならない場合は， 信頼できるWebサイトであるか， などに註意する必要がある。(h 2)
. 自分が作成している主之主込乙之がどの範囲まで全国されているか， あるいは公開したいかをきちんと判断し，
その公開レベルに見合った内容になるように注意する必要がある。 (h 2)
・ 推測されやすいよごる�を輩塞しない。 (hl)
・ 之旦之之とや乏二之を藍壊するなど， 被害をもたらすために意図的に作られたプログラムをコンビュ ータウイ
ルス(ウイルス) という。 (h2)
・ とこまwとよヱミ之二￡が，と乙ζιこ之に重量されているものと一致すると， コンビュータ を利用できるよ
うになる。 (hl)
・ 銀行や警察などを装い， 生年月日や暗証番号などを入力させるような4二北には絶対に誼座しない。(hl)
. 著作権法では忠足は次のように翠塞されています。 (u 2)
・ 本来リンクは，止乙之先の壇建を室墨する目印にすぎないため， 参照先を明示した引用と同じで著作権上の問
題はない。 (u5)
・ 教育用端末室PC のソフトウェアは期日をきめて更新していますが，之4.J.ヒミやワームの被害が盈生したとき
または発生が予想される場合は， 緊急修正を行っています. (ul) 
・ 自宅住所や電話番号， 携帯番号， 家族構成などの蝿A壇建を無断で畳草するのはプライパシーの侵害にあたる
よ。 (h 2)
・ 日本に「道建建」を室生主法律はありませんが， 日本国憲法第四条「すべて国民は個人として尊重される。 生
命， 自由及び幸福追求に対する国民の権利については， 公共の福祉に反しない限り， 立法その他の国政の上で，
最大の尊重を必要とする 。」を根拠として， 肖像権を認める判決が出されています。(u2)
• A社はビ デ オゲー ムXを開発し， その惹起農を直宣している. (u3) 
・ そのような場合， 自分が童図しない内容の軍毛4二Æ:や之とζふエ之文え比三に盛塾した蓮乏乏二Æ:が送られ
てしまい， 受信者との人間関係を崩す原因にもなりかねない。(hl)
・ セキュリティとプライパシー， 有害貨建の塑劃， 既存の社会規範が追いつかないためのさまざまな問題(u3)
3.3 情報セキュ リティ ・ 情報モラル教育に関わ る高頻度語
3.1. 2 の 図 4 で は， 表 2 で挙 げ た 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語 65 語 に つ い て ，
情報セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル用 語 ( グ レ ー の 図形 ) と ， 一般的 な IT 用語 ( 白 い 図形 ) に 分 け て 図示
し たが ， ま と め と して ， (1) 表 4 で見 た ， 出現 度数 は低 いが ， 出現 範 囲が 広 か っ た 語， ( 2) 表 6 で 見 た ，
教科書 に よ っ て 異 な る 語や表記が 用 い られ て い る た め に 高頻 度語 と判 定 さ れ な か っ た 語， さ ら に ， ( 3) 
表 7 で見た， 日 本語学習上の 難易度が 高 い一般語 に お け る 高頻 度 の う ち ， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ
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ル の 分野 と の 結 びつ き が強 L 、 と 思 わ れ る 動詞 6 語(侵害， 漏洩 ， 保護， 感 染 ， 破壊 ， 所有) と 名調 8 語(著
作物， プ ラ イパ シ ー ， 倫 理， モ ラ ル， 著作者， 匿 名 ， ル ー ル， 規定) を， 図 4 に 加 え， 修 正 し た 図 5 を
提示 し て お き たい 。 大印 の 語 は ， 本調査で用い た教科書 7 冊す べ て か ら採集 さ れ た語 ， 大印 の語 は， 6 
冊か ら 採集 さ れ た語 を そ れ ぞれ表す。
口主lこ名詞として糊される語
。主に蜘として糊される語
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図 5 情報セキ ュ リ テ ィ ・情報モ ラ ル教育に関わる 高頻度語
4 日本語学習に おける語の難易度
3 .2 で， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語 に つい て は， r 日 本語能力 試験 出題基準』
を も と に ， 日 本語学習 に おい て 難易度が高い と さ れ る 語 cr 出題基準』 級外， 1 級) も 高頻度語 と し て
多 く 出現す る こ と が わ か っ た 。 そ れ で は， 3. 1 で見た情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門
語の 日 本語学習 の観点 か ら 見 た 難易 度 は ど う な っ てい る だ ろ う か。
3 . 1 . 2 の 表 2 に 挙げ た 65 語 の う ち ， r 出 題基準』 に あ る 語 は， 4 級が l 語( コ ピ ー ) ， 3 級が 2 語 ( コ
ン ビュ ー タ ， パソ コ ン ) ， 2 級が 5 語(情報， メ ー ル， ウ イ ル ス ， プ ロ グ ラ ム ， 引 用 ) ， 1 級が3 語 ( シ
ス テ ム ， デ ー タ ， フ ァ イ ル) ， 計 11 語( 16.9 % ) の み で あ る 。 表2 の 上位 10 位の 出現度が極 め て 高い 語
に おい て も ， I著作権J I イ ン タ ー ネ ッ トJ I個人情報J Iパ スワ ー ドJ I セ キュ リ テ ィ J I ネ ッ トワ ー ク 」
は級外の 語 と な る 。「 個 人情報」 に つい て は「 個人」 と「 情報」 がい ずれ も 2 級 の 語 と し て挙 が っ てい
る の で， 2 級ない し は 1 級の 語 と し て もよい か も し れ ない が， そ れ で も 半数の 語が級外 と な る 。 表 4 と
表 6 の 24 語の 中 で は， I掲示板 」 と「 電子 掲示板 (電子 ， 掲示板 ， い ずれ も 2 級)J I不正 コ ピ ー (不正
が 2 級， コ ピ ー が 4 級)J が 2 級 で ある が， そ れ以 外 の 語 は 級外 で ある 。 級外 の 語 が 日 本語教育 で全 く
扱 わ れ ないとい う わ け で は ない が， 留学生 に と っ て は難 しい語 が多い と 言 っ てよい だ ろ う 。
ま た ， 語種か ら 見 る と ， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 専門語で はカ タカ ナ 表記 の 外来
語が多 く ， 情報 セ キュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教育 に 関 わ る 一般語で は 漢語が多い とい う 結果で あ っ た が，
外来語 も 漢語 も そ れ ぞれ に 難 し さ が あ る 。 ま ず， 一般 にカ タカ ナ表記の 外来語を不 得手 と す る 留学生 は
多い 。 そし て ， 外来語の 大半 は英語 由 来 の語 で あ る が， 母 国 にい る と き か ら 外国語 と し て 日 本語を専 ら
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学習 し ， 英語の知識 を あ ま り 持 た な い と い う 留学生 も 中 に は い る の で， 注 意 を要す る 。 一方， 漢語 の理
解 に は漢字の知 識 も 欠 か せ な い。 3 . 1 . 2 の 表 2 ， 表 4 ， 表 6 およ び 3.2 の 表 7 の 語 で使 わ れ て い る 漢字
は全部で 107 種類 あ る が， r 出 題基準』 の 級別 の 数 と割 合5) は ， 4 級 の 漢字が 7 字 (6.5 % ) ， 3 級 の 漢字
が 21 字 (19.6 % ) ， 2 級の 漢字が 57 字 (53 .3 % ) ， 1 級 の 漢字が 21 字 (19 .6 % ) ， 級外 の 漢字が 1 字 (0.9 % )
で あ る 。 1 級 およ び級外 の 漢字 22 字が 出 て く る 語 を ま と め た の が表 8 で あ る 。 特 に こ れ ら の 語 に つ い
て は ， 漢字 の難易度 に も 配慮 し な け れ ば な ら な L 、。
衰 8 W出題基準J 1 級お よび級外の 漢字を含む語
表2 の語 情報盤理 ，韮童子， 豊像権， 墨付ファイル， 個人 情報量董法， 撞末 ， 認証
表4の語
表6の語 ウイルス対重ソフトウェア ， 盟 示板
表7 の語 畳害， 盆理， 星名 ， 量連， 霊童， 行主主， 感盈， 全開， 破墨.量豊， 量供， 対座
下線は l 級， 波下線は級外の漢字を 示す 。
5 まと め と 今後の課題
あ る 程度 の 日 本語力 を有 し て い る 留学生 に と っ て も 難易 度 の 高 い語が， 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ
ル教 育の分野 に は 多 く 出現 す る こ と が明 ら か に な り ， 留学生 に対 す る 情報 セ キ ュ リ テ ィ ・ 情報モ ラ ル教
育 に お い て は， 用 語へ の 配慮、 が 欠 かせ な い こ と が改 め て確 認で き た。
本稿 で は， r 日 本語能力試験 出 題基準』 を も と に 語葉 ・ 漢字 レ ベ ル で の 難 易度 を 見 た が， カ タカ ナ 表
記 の 外来語 に つ い て は 原語で あ る 英語 と の比較 ， ま た， 留学生 の 多 く を 占 め る 中 国人留学生 に対 す る 教
育 に お い て は， 中 国語の 用語 と の比較 も ， 留学生 に と っ て の 語 の 難易度 を測 る 上で重要で あ る 。 こ れ ら
に つ い て は今後 の 課題 と し た い。
注
1) 技術的な内容に深く踏み込んで解説しである教科書もあったが， このような教科書では専門用語もより多く出現
する。 本研究の主な目的は， 基本的な用語の抽出であるため， このような教科書は対象から外した。
2 )  lDownloadJ rUpdateJ などの英語については.r r情報処理科目ホームページJ からDownloadして視聴J rウィ
ルス定義テープルのUpdate方法」のように他の語と同様に使われているものは語例として採集したが， r不正
アクセス u nau th orized compu ter accessJ のように日本語の用語の英訳として提示されただけのものは語例
採集の対象から外した。
3) 演回 ・ 深海(2007)の調査は， 本稿における調査とは専門語の認定方法で若干異なる点があり， 高頻度語も出現
度数21以上の語としたため， 詳細な比較はできないが， 漬田 ・ 深津(2007)で採集した語例のうち， 出現度数
11- 20 の語の中にも情報セキュリティ ・ 情報モラル用語は含まれていないことは確認しである。
4 )  r日本語能力試験出題基準』の語葉レベルの判定には， r リー ディングチュウ太J(h ttp://langu age.tiu .ac担j)
の「語葉チェッカー 」を利用した。
5) r日本語能力試験出題基準』の漢字レベルの判定には， r リー ディングチュウ太J(h ttp://langu age.tiu .ac.jp/) 
の「漢字チェッカー 」を利用した。
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